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【緒言】強誘電体のドメイン構造は強誘電体の物性に大きく影響することが知られており、薄膜

の場合は膜内の残留歪によって変化することが知られている。強誘電体におけるドメイン構造は

理論的な観点から盛んに研究されており[1]、温度と歪みによるドメイン構造の安定性を示した図

も報告されている[2]。代表的な強誘電体である PbTiO3薄膜では、{100}配向した面内の引っ張り歪

が含有する常誘電相の膜を冷却すると、まず、面外方向に自発分極を示さない(100)配向膜に相転

移する。さらに冷却すると(100)配向に加えて(001)配向が出現し面外方向に分極が発生する“ドメ

イン構造転移”が起こるとされている。しかし、これまでに“ドメイン構造転移”が観察された

例は無い。今回我々は KTaO3上に作製した{100}配向した PbTiO3エピタキシャル膜について、強

誘電体相での“ドメイン構造転移”を観察したので報告する。 

【結果と考察】Fig. 1に種々の温度で測定した KTaO3上の{100}配向した PbTiO3エピタキシャル膜

の逆格子空間マッピングを示した。(a)に示した 600 ˚Cでは常誘電体相に由来する一つのピークが

観察されるのに対し、(b)の 500 ˚Cでは面内に分極を有する(100)/(010)配向 (a1/a2ドメイン)に由来

する二つのピークに分裂しており、強誘電相に相転移していることが分かる。(c)に示した室温の

データでは(100)/(010)配向に加えて、面外方向に分極を有する(001)配向(cドメイン)に由来するピ

ークが現れており、“ドメイン構造転移”していることが示唆された。 
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Fig.1 XRD reciprocal space mappings (RSMs) around (100) KTaO3 202 measured at (a) 30 ˚C, (b) 

500 ˚C, (c) 600 ˚C for 130 nm thick PbTiO3 film grown on KTaO3 substrate  
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